
公益社団法人砂防学会 

「伊豆大島土砂災害緊急調査報告会」開催案内 

 

目 的  平成 25 年 10月 16 日、台風 26号により伊豆大島（東京都大島町）の大金沢において発生した土

石流の発生・流下・氾濫堆積実態、災害の発生実態、防災施設の状況等に関する緊急調査結果を報告する。 

 

なお、本シンポジウムは技術士ＣＰＤ（継続教育）履修実績として申請することができます。 

（技術士ＣＰＤに関するお問い合わせ先：学会事務局 TEL03-322-0747） 

 

日 時 平成２６年１月２５日（土） １３：３０～１６：４０ 

 

会 場 砂防会館、別館３階「立山」会議室 

    東京都千代田区平河町２－７－５ 

   

 

プログラム                               (敬称略) 

     

受  付                              13:00～13:30 

 

開  会                              13:30～13:40 

  開会の辞     岡本 正男 (公社)砂防学会 会長 

 

報  告 

（１）「被害と降雨、地形、地質の概要」  

宮田 直樹（国際航業(株)） 13:40～14:05 

（２）「大金沢上流部の植生と根系」  

岩佐 直人（日鉄住金建材(株)） 14:05～14:20 

（３）「大金沢上流部における崩壊発生」  

柏原 佳明（アジア航測(株)） 14:20～14:50 

（４）「大金沢における土石流の流下・堆積」  

     池田 暁彦（（一財）砂防・地すべり技術センター） 14:50～15:30 

 

休  憩 15:30～15:40 

 

（５）「砂防施設の状況」  

林 真一郎（国土技術政策総合研究所） 

森田 耕司（（独）土木研究所） 15:40～15:55 

（６）「まとめと今後の検討課題」  

     石川 芳治（東京農工大学） 15:55～16:05 

質疑応答  

 16:05～16:35  

 

閉  会 16:35～16:40 

閉会の辞     土屋 智  (公社)砂防学会 副会長 

 

 

主 催      (公社)砂防学会    



後 援（予定）  (公社)日本地すべり学会、(公社)地盤工学会、（一社）全国治水砂防協会、 

（一財）砂防・地すべり技術センター、（一財）砂防フロンティア整備推進機構 

●参加費：無料（会員、非会員ともに）。非会員の方の参加も歓迎します。 

●事前の申し込みは不要です。当日、先着順（約 100名）に受付させていただきます。 

 

問い合わせ先    東京農工大学大学院農学研究院 石川 芳治 

            E-mail:y_ishi@cc.tuat.ac.jp,   FAX:042-367-5826 

 

 

【交通案内】 

地下鉄 

東京メトロ 永田町駅（有楽町線、南北線、半蔵門線） 徒歩 1分  
 

【案内図】   

砂防会館 別館 ３階「立山」会議室 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※この報告会は、公益財団法人 河川財団の河川整備基金の助成を受けて実施しています。    

http://www.tokyometro.jp/rosen/eki/todaimae/index.html

